
１４2025年（令和7年）1月11日（土曜日）（第三種郵便物認可） 【定価１カ月3,300円(本体3,056円、消費税244円)１部140円（税込み）】
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明るさや角度調整をしながら撮影に
励む大橋監督（左）

　
「
モ
バ
コ
ン
」
の
大
橋
孝
史

社
長
が
映
画
の
監
督
を
務
め
、

鶴
居
村
と
釧
路
市
の
市
街
地
や

観
光
地
な
ど
で
撮
影
を
行
い
、

上
映
の
準
備
が
順
調
に
進
め
ら

れ
た
。
大
橋
監
督
と
主
演
の
石

川
翔
鈴
さ
ん
、
滝
本
光
さ
ん
は

両
市
村
で
過
ご
し
た
日
々
、
映

画
に
込
め
た
思
い
な
ど
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　
昨
年
５
月
、
釧
路
管
内
で
桜

ま
つ
り
が
開
か
れ
て
い
る
頃
、

視
察
で
訪
れ
た
大
橋
監
督
。
釧

路
で
は
「
さ
す
が
世
界
の
船
乗

り
た
ち
が
選
ん
だ
世
界
三
大
夕

日
だ
。
全
国
に
美
し
い
夕
日
を

知
ら
せ
た
い
」
と
話
し
、
鶴
居

で
は
「
釧
路
に
続
く
並
木
道
の

整
備
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
決
ま
り
文
句
で
自

然
が
豊
か
だ
と
よ
く
言
う
が
、

釧
路
か
ら
鶴
居
村
に
続
く
道
は

素
直
に
き
れ
い
だ
」
な
ど
と
、

両
市
村
の
景
観
に
す
っ
か
り
魅

了
さ
れ
た
様
子
。

　
映
画
の
上
映
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
「
感

動
よ
り
も
印
象
を
受
け
た
シ
ー

ン
を
見
て
、
実
際
に
足
を
運
ん

で
も
ら
い
景
色
、
食
事
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
。
一
生
残
る
映
画

で
、
町
が
元
気
に
な
れ
ば
」
と

今
作
に
期
待
し
た
。

　
石
川
さ
ん
と
滝
本
さ
ん
は

「
鶴
居
村
で
は
、
き
れ
い
な
星

空
と
共
に
虫
や
動
物
の
鳴
き
声

が
聞
こ
え
、
癒
や
さ
れ
た
い
い

夜
だ
っ
た
。
釧
路
市
は
、
世
界

三
大
夕
日
の
美
し
さ
が
目
に
焼

き
付
い
て
い
る
。
海
が
あ
る
釧

路
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
魚
を
焼

い
た
炉
端
は
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
」
と
撮
影
で
過
ご
し
た
日

々
を
振
り
返
る
。

　
上
映
に
当
た
っ
て
「
地
域
の

人
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
美
し
い
自
然
が
あ
る
。
地

域
の
姿
が
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
地
元
民
も
映
画
を

通
じ
て
魅
力
を
再
認
識
し
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

　
釧
路
市
で
は
２
月
、
認
定
こ

ど
も
園
よ
し
の
で
映
画
上
映
を

予
定
（
入
場
無
料
）
。
ま
た
、

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
釧
路
、
道
内
で

の
上
映
、
ア
マ
ゾ
ン
プ
ラ
イ
ム

で
の
配
信
も
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
長
谷
紅
瑠
美
）

別
海
町
交
流
館
ぷ
ら
と
１
階
に
設
置
さ
れ
た

冷
凍
自
販
機

  

【
別
海
】
町
観
光
協
会
（
松

隈
慎
一
会
長
）
は
町
交
流
館
ぷ

ら
と
（
町
旭
町

）
１
階
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
刺
し

身
用
の
ホ
タ
テ
貝
柱
や
地
場
産

生
乳
を
使
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
、
７
品
の
町
特
産
品
が

購
入
で
き
る
冷
凍
自
動
販
売
機

を
設
置
し
た
。
町
中
心
部
で
町

の
特
産
品
を
買
い
た
い
と
い
う

観
光
客
や
町
民
の
要
望
に
応

え
、
町
商
工
会
（
篠
田
巌
会
長
）

の
協
力
で
導
入
を
実
現
。
釧
根

管
内
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

一
緒
に
置
き
、
観
光
情
報
の
発

信
拠
点
の
役
割
も
果
た
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
嶋
守
善
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
年
に
向
け
、
防
災
の
意
識
を
新

た
に
し
た
中
標
津
消
防
団
の
出
初

め
式 ゛
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冷
凍
自
販
機
は
昨
年

月

日
に
設
置
さ
れ
た
。
購
入
で
き

る
の
は
①
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
（
べ

つ
か
い
ス
イ
ー
ツ
工
房
　
カ
フ

ェ
・
ミ
ル
フ
イ
ユ
）
②
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
（
中
春
別
農
協
）
③

ホ
タ
テ
カ
レ
ー
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

バ
ー
　
ア
ン
ク
）
④
バ
タ
ー
ど

ら
焼
き
（
コ
ウ
シ
茶
寮
）
⑤
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
（
べ
つ
か
い
乳

業
興
社
）
⑥
鮭さ

け

の
め
ふ
ん
（
鈴

木
商
店
）
⑦
ホ
タ
テ
の
貝
柱
（
カ

ネ
シ
ン
高
木
商
店
）
│
で
い
ず

れ
も
町
観
光
協
会
と
町
商
工
会

の
会
員
企
業
が
販
売
す
る
町
の

特
産
品
。
今
後
、
３
カ
月
ご
と

に
商
品
の
入
れ
替
え
を
行
う
。

　
町
観
光
協
会
で
は
町
商
工
会

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
、
昨

年

〜

月
に
自
動
販
売
機
の

選
定
や
双
方
の
会
員
か
ら
商
品

を
募
る
な
ど
準
備
を
進
め
た
。

松
隈
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
町
中

心
部
で
別
海
の
特
産
品
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
買
え
る

場
所
が
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
を

解
消
す
る
た
め
に
た
ど
り
着
い

た
の
が
冷
凍
自
販
機
。
篠
田
会

長
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
観
光

協
会
と
商
工
会
が
同
じ
方
向
を

向
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
導
入
で
き
た
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
冷
凍
自
販
機
を
き
っ

か
け
に
、
野
付
半
島
ネ
イ
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
町
内
の
観
光

地
を
訪
れ
た
観
光
客
を
町
中
心

部
へ
誘
導
し
、
長
時
間
の
滞
在

や
消
費
に
つ
な
げ
た
い
考
え

だ
。

　
冷
凍
自
販
機
の
利
用
時
間
は

午
前
７
時
〜
午
後

時
。
問
い

合
わ
せ
は
町
観
光
協
会
０
１
５

３
（

）
９
０
１
８
へ
。

　
【
中
標
津
】
中
標
津
消
防
団

（
蝦
名
博
美
団
長
）
は
８
日
、

２
０
２
５
年
の
出
初
め
式
を
中

標
津
総
合
文
化
会
館
で
行
っ

た
。

　
消
防
団
員

人
を
は
じ
め
約

人
が
参
加
し
た
。
会
館
前
広

場
で
行
わ
れ
た
観
閲
式
で
は
西

村
穣
町
長
ら
が
見
守
る
中
、
団

員
ら
の
一
般
点
検
や
消
防
車
な

ど
の
機
械
器
具
点
検
を
実
施
し

た
。

　
そ
の
後
、
館
内
で
永
年
勤
続

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
あ
い
さ

つ
の
中
で
蝦
名
団
長
は

年
の

消
防
出
動
件
数
が
８
９
６
件
と

８
件
増
加
し
た
こ
と
を
報
告
。

全
国
で
発
生
し
て
い
る
災
害
の

状
況
に
つ
い
て
「
火
災
だ
け
で

な
く
、
自
然
災
害
に
よ
る
消
防

団
活
動
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
。

中
標
津
も
例
外
で
は
な
い
と
思

う
。
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る

た
め
、
団
員
に
は
訓
練
を
続
け

て
欲
し
い
」
と
訓
示
し
た
。
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鉾
之
原
頌
吾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
作
品（
上
）

と
加
納
部
長
か
ら
表
彰
状
を
受

け
取
る
竹
本
さ
ん
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【
札
幌
】
道
が
募
集
し
た
「
ご

み
の
散
乱
防
止
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
小
学
生

の
部
で
、
別
海
町
立
別
海
中
央

小
学
校
５
年
の
竹
本
美
晴
さ
ん

の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

札
幌
で
９
日
に
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
竹
本
さ
ん
に
表
彰
状
な
ど

が
贈
ら
れ
た
。

　
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
竹
本
さ

ん
の
作
品
は
、
北
海
道
を
中
央

に
擬
人
化
し
、
空
き
缶
や
ご
み

が
捨
て
ら
れ
泣
い
て
い
る
顔

と
、
き
れ
い
な
自
然
を
喜
ぶ
笑

顔
で
示
し
、
「
守
り
た
い
　
自

慢
の
自
然
を
」
と
訴
え
て
い
る
。

　
道
は
、
北
海
道
の
恵
ま
れ
た

自
然
を
保
全
す
る
こ
と
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
ご

み
の
散
乱
防
止
や
不
法
投
棄
防

止
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー

と
標
語
を
募
集
。
優
秀
な
作
品

は
啓
発
用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
活
用
し

て
い
る
。

　
ポ
ス
タ
ー
の
部
は
小
学
生
の

部
（
４
〜
６
年
）
と
中
学
生
の

部
が
あ
り
、
作
品
は
昨
年
６
〜

９
月
に
募
集
。
小
学
生
の
部
に

は
全
道
か
ら

作
品
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
加
納
孝
之
環

境
生
活
部
長
か
ら
表
彰
状
と
副

賞
の
図
書
券
が
贈
ら
れ
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
（
武
田
博
）

　
北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会

く
し
ろ
支
部
は

日
、
釧
路
市

栄
町
８
の
ア
ク
ア
・
ベ
ー
ル
く

し
ろ
で
、
２
０
２
５
年
新
年
交

礼
会
を
開
く
。
会
員
の
ほ
か
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
入
会
予
定
者

の
参
加
も
受
け
付
け
て
い
る
。

　
当
日
は
新
春
講
演
会
（
午
後

６
時
〜
同
７
時
）
と
懇
親
会
（
同

７
時

分
〜
同
８
時

分
）
を

実
施
。
講
演
会
は
別
海
町
出
身

の
作
家
で
、

年
１
月
に
小
説

「
と
も
ぐ
い
」
（
新
潮
社
）
で

第
１
７
０
回
直
木
賞
を
受
賞
し

た
河
﨑
秋
子
さ
ん
（

年
度
釧

新
郷
土
芸
術
賞
受
賞
者
）
が
講

師
を
務
め
、
「
作
家
か
ら
見
る

根
釧
の
魅
力
と
可
能
性
」
に
つ

い
て
語
る
。
参
加
費
は
講
演
会

が
１
０
０
０
円
、
懇
親
会
は
７

０
０
０
円
。
申
し
込
み
は

日

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
同
支
部

０
１
５
４
（

）
０
９
２
３
へ
。

同
友
会
く
し
ろ
支
部


日
に
新
年
交
礼
会

直
木
賞
の
河
﨑
さ
ん
講
演


